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アドヴァイス 

動物病院の仕事の内容や動物看護師（以下AHT）の役割は近年大きく変化しつつあります。これまでの動物

病院の仕事は、病気の治療と予防注射が主要な業務でしたが、多くのオーナーは、動物の健康に関わる多様

なサービスと、より質の高い医療を望む傾向にあり、そのような要望に答えるために、獣医師と獣医師以外の

病院スタッフ（非獣医スタッフ）が力を合わせて業務を遂行することが必要になってきました。評判の良い動物

病院には必ず優秀な“非獣医師スタッフ”（受付・AHT・トレーナーなど）がいて、そうでない平凡な動物病院と二

極化する傾向にあります。 
動物病院の使命は、質の高い獣医療を提供することは当たり前で、さらに様々な顧客サービスとして、定期

健康診断、しつけ教室、リハビリテーション（整形外科手術後など）、入院動物の手厚い看護体制などが要求さ

れ、これらを実践するためには AHT および非獣医スタッフの協力が不可欠です。中でも、AHT が主役となって

実践することが望ましい仕事が「定期健康診断」です。定期健康診断あるいは「わんにゃんドック」を病院の業

務の一環として始めると、今まで脇役だった AHT が、多くのペットの健康管理に直接貢献していることを実感し、

益々勤労意欲が増し、動物病院の発展にもつながります。 

定期健康診断を含めた健康の維持を目的とした様々な考え方・サービスを「ウエルネス」という言葉で表現し

ます。ウエルネスとは「真の病気」以外の歯科疾患、寄生虫疾患、遺伝性疾患、肥満、生殖器疾患などを、日

常健康管理・予防医療などによって可能な限り最適な健康状態に維持するための概念です。たとえば避妊・去

勢手術はペットのウエルネスにおいて絶対必要な要素ですが、必ず全身麻酔処置が必要となります。ウエルネ

スの概念が普及すると、真の病気ではなく健康な動物が歯石除去や不妊・去勢手術などのために全身麻酔・

外科処置を実施する機会が増加します。われわれ獣医師は、オーナーにこのような処置を奨励すると同時に、

全身麻酔や外科処置の安全性を強く保障しなければなりません。簡単な身体検査だけで麻酔や外科処置の

安全性を保障することはできませんが、適切な術前検査を実施することで、100%絶対とは言えませんが、99%

安全であることをオーナーに説明し、麻酔または外科処置が必要なウエルネスケアーを実施することが可能と

なるのです。術前検査は、日常「健康診断・わんにゃんドック」のシステムを理解し実行している AHT であれば

簡単に実施することができます。つまり、定期健康診断の一部を実行するだけでよいのですから。 

1 定期健康診断の意義・目的 

なぜ定期健康診断が必要か？ 

ウエルネスの概念を持ってペットが健康で長生きできるように、動物病院が様々な健康管理を行うことが

今後の獣医療の柱になることは間違いありません。大切なペットが末永く健康でいられるためには、微妙な

体調の変化をキャッチして早期発見・早期治療を心がけるとともに、オーダーメードの健康管理プログラム

（品種特異性の疾患などに注目した）をオーナーに提案する必要があります。たとえば、シーズーやキャバリ

アの健康診断では、心臓疾患・アトピー性皮膚炎、外耳炎などが多発しますので、これらの項目に注意を払

い、早期発見・早期治療・維持管理を心がけます。僧帽弁閉鎖不全症は早期発見し、ACE 阻害剤などの適

切な進行予防を行うことが可能になります。 

動物病院での日常の診療では、目前の病気に集中してしまい、長期の視点に立った健康管理をすること

は現実的に不可能です。したがって、十分な時間を取って全身を丁寧に検査することができる定期健康診断

を行うことが大切なのです。 

定期健康診断を始める準備 

すでに、定期健康診断を始めている動物病院も多いと思いますが、ここでは新たに定期健康診断シス

テムをこれから本気で始めることを前提に導入方法も含めて解説します。 



1. 定期健康診断実施への準備 

(ア) 患者への啓蒙 

定期健康診断およびウエルネスの重要性を動物病院のスタッフ全員が日常業務の中で常に意識し

ながら、オーナーとの会話の中で奨励・強調することが大切です。病気が進行した状態で治療を行うよ

り、定期健康診断で早期診断・早期治療することで、病気が完治する確率が格段に向上し、しかもはる

かに治療費が安くなることをアピールしてください。また、歯周病をコントロールして健康な歯が維持でき

ているペットの平均寿命はおよそ 2 年長いことなど、統計学上の実例を交えて話をする事も効果的で

す。 

① 早期治療は治療コストが安い 

② 早期治療は完治の確率が高い 

③ 歯が健康だと平均寿命がおよそ 2 年延びる・・・などのウエルネス情報を折に触れてオーナー

に情報提供する。（健康診断は必ず歯のチェックをします） 

④ 品種特異性疾患、遺伝性疾患の予言をして、早期進行予防（柴犬のアトピー、キャバリアの心

臓疾患、M、ダックスの椎間板疾患など） 

⑤ 年齢別で注目すべき疾患の予言（犬の僧帽弁疾患、猫の甲状腺機能亢進症） 

(イ) パンフレット （図－1 参照） 

 健康診断システム導入に当たってまず始めなければならない仕事は健康診断用のパンフレット作り

です。パンフレットには、定期健康診断の必要性、検査項目とその意義、年齢別の検査コース内容の決

定とコース別の料金設定など定期健康診断システムを始める上で必要な全ての要素が網羅されます。

当院のパンフレットを参照して、まずは自分の病院の規模・設備・人員に見合った定期健康診断のシス

テムとパンフレット作りを始めてください。私の病院のパンフレットの内容の 80%以上は AHT 達が相談を

しながら原案を作りました。 

パンフレットは、定期的に内容を更新する必要がありますので、印刷業者に依頼するより、院内でパ

ソコンとカラー・レーザープリンターを活用して作ることをお勧めします。マイクロソフトのパブリッシャーと

いうソフトを利用し、A4 版を半分に折り A5 の大きさの冊子として両面印刷を利用して完成させると非常

に体裁の良いパンフレットが出来上がります。印刷物の在庫は意外に場所をとりますが、この方法なら

必要部数を必要なだけ印刷すれば済みますので小規模の動物病院には好都合です。両面冊子印刷を

利用し、特殊な縦に留めることができる特殊なホッチキスを使用すると、ページ数の多い冊子も作ること

ができます。 

① パンフレット作りは AHT が主導して始める 
② 受付の目立つ場所に定期健康診断のパンフレットを置く（図－2） 
③ 診察室にもパンフレット（直接説明して手渡す：重要） 
④ 待合室に啓蒙用のポスター貼る 
⑤ パソコンの活用（印刷コスト削減、タイムリーな印刷物） 
⑥ パンフレットはカラー印刷すること 
⑦ 院内パブリッシングは在庫スペースを節約し、常に最新情報を盛り込める 
⑧ インターネット（メールマガジン、ホームページの活用） 

(ウ) 割引制度 

 定期健康診断は日常診療時の検査とは異なり、一括して健康な動物に実施するものですから、当然

コストも人件費も普段の診療時より抑えることが可能です。この分は、総合的に料金を割り引きしても、

病院経営に負担はかけません。当院では、日常診療料金から 20-30%引きの料金を目安にセット料金を

設定しています。定期健康診断の途中で追加検査が必要な場合もしばしばありますので、オプション料

金も明確にしておきます。 

料金設定では必ず、数ランクのバリエーションを用意します。おすし屋さんのコースが「松・竹・梅」の 3

つに料金コースが分かれている理由は、余裕のあるに人は「松」を選ぶことで一番良いコースを選んだ

満足感を与え、普通の人はまず満足できる十分なレベルの内容の「竹」にすることで、一番下の廉価版

の「梅」ではない少し贅沢なコースを選んだ満足感を与えてくれるような仕組みになっているのです。ま

た、献血動物・美容会員のポイントサービスとして、感謝をこめて健康診断をプレゼントすることもしてい

ます。 

① 日常診療時より低コストを強調（20-30%引き） 
② セット料金はかならず A・B・C コースなどのバリエーションを作る（図－1） 



③ オプション検査の規定を明確に 
④ 献血提供者、患者紹介者などへのサービスの一環として 
⑤ 美容会員へのポイントサービス 

(エ) DM（ダイレクトメール） 

 一般にDMとは広告という概念の郵便物ですが、動物病院のDMは案内はがき、案内状という概念が

適切だと思われます。広告とは不特定多数に宣伝することですが、案内とは特定のカテゴリーの顧客に

適切な情報提供（インフォメーション）を行うことで、動物病院のパソコン受付用ソフトウエアーはこの対

象者の選択・検索に関して最強のツールとなります。是非、この検索システムを活用して、適切な情報・

案内を提供してください。定期健康診断の DM の対象は以下のような基準に絞って、定期的に発送する

ことをお勧めします。 

① 1 歳時検診 
② お誕生日検診 
③ フィラリア症検査時の同時サービス料金 
④ ワクチン DM 時に同時に啓蒙 
⑤ 売上の高い顧客、来院頻度の高い顧客などをパソコンで検索して。 

3 定期健康診断の実際 

完全予約制 

定期健康診断は、完全予約制で行います。ほぼ 1-2 名の AHT が数時間かけて実施するので、以下

のような基準を設けて、時間的に余裕が取れる時期に予約を受け付けるようにしないと、日常の診療に

影響が出ます。緊急性のある仕事ではなく、丁寧に実施すべき仕事ですから。また、ウイークデーの比

較的暇な曜日や仕事が比較的暇な季節にこのような新規の仕事が増えることで、売り上げに貢献し、さ

らに年間の売り上げが平均化することになります。 

① 仕事が込まないウイークデー（土曜を避ける） 
② 1-3 月の病院が暇なとき 
③ 動物病院が暇な季節の売上に貢献 
④ 人件費の節約と年間売上の安定化 

AHT の仕事 

 定期健康診断は、ほぼ 90%の過程を AHT が行うようにしてください。どの動物病院でも、院長や勤務

獣医師は日常診療に追われ、特定の動物に数時間かけて健康診断を行う時間的余裕はありません。

AHT が健康診断を自主的に始めると、基本的な身体検査、血液検査、レントゲン検査、心電図検査さら

には、超音波検査まで日常的に訓練されるようになり（つまり、身体検査や血液検査、糞便検査のトレ

ーニングにも役立つ）、病院運営にとってますますプラスになるはずです。また、AHT の仕事への自覚・

自立性が確立されて、勤務意欲も向上します。 

① ほぼ全ての手順は AHT が実施 
② 院長・獣医師は他の診療に専念出来ること 
③ 院長や獣医師の仕事が増えることは病院にとってマイナス 
④ AHT の自覚が目覚める 

検査の手順 

 定期健康診断で最も基本となる検査が、身体検査です。全身を丁寧に検査してゆきます。この手中

は、身体検査用のシート（または専用カルテ）を必ず利用してください。各部分の検査が終了するたびに

チェックしする事で、検査漏れ、検査のし忘れを最小限にすることができます。 

① 完全な身体検査 
② 血液検査（血液・血液化学検査） 
③ レントゲン検査 
④ 心電図検査 
⑤ その他（腹部超音波検査、胸部超音波検査、ホルモン等特殊検査） 
⑥ 検査当日は朝絶食ですので、「お弁当」を持参して頂き、採血・レントゲンなど絶食が

必要な検査が終了したら、食事をあげてください。 
報告書 

 検査結果の報告・説明は、定期健康診断の最も大切な仕事です。これらの説明は獣医師が必ず行っ

てください。検査当日のお迎えの時に全ての説明を行う方法と、別の日にじっくり説明する方法がありま



す。各動物病院の状況に合わせてどちらか決めてください。当日に結果が判明すると、オーナーは時間

の節約ができて喜びますが、獣医師はその前にＶＴと打ち合わせを十分する時間が必要です。多くの場

合、歯石除去、避妊・去勢手術の必要性、腫瘍・イボなどのどれかが見つかります。結果報告の時にそ

れらの説明し、その場で手術等の予約が完了します。当然術前検査はこの定期健康診断で済んでいま

すから、非常にスムースに麻酔処置が必要なウエルネスプランが実施できます。 

① 形として見える物を渡す（綺麗な報告書を作る） 
② 次回も健康診断を受けたいと思わせる 
③ 最終説明は必ず獣医師がする 
④ 病気が見つかったら→早期に適切な治療開始 

   術前検査 
術前検査に関しての概念は（書類－1）を参考にしてください。定期健康診断を理解できれば、

何も問題はありません。ただし、コストを最小限に抑えるため、一般的に血液検査は 7 項目（書

類－1 参照）に限定することが一般的ですが、高齢動物、ハイリスク動物の場合は、検査項目を

適宜増やしてください。血液学検査の CBC（完全血球計算）とは、いわゆる血球計算機で白血

球数、赤血球数、ヘモグロビン、血球容積、血小板などを数的にカウントするだけでなく、白血

球の分類、血球・血小板の形態観察を顕微鏡で目視して評価する事を指します。CBC は AHT が

出来ることが理想ですので是非挑戦してください。 
まとめ 

 当院では、毎朝朝礼を行っています。これは、業務開始 15 分前の 8 時 45 分から 9 時までに手際よく

実施されます。司会は全員が順番で行い、受付、AHT、勤務獣医師の区別は有りません。当日の予定の

確認をまず行います。手術、わんにゃんドックの予定、送迎、往診、ペット美容などの確認で始まり、

外来治療助手、入院治療担当者、入院動物の世話担当者の確認をします。また、本日退院予定動物の確

認、入院動物の状況確認もします。動物病院の全ての業務が“非獣医師スタッフ”と獣医師の共同作業

で進めるためには、スタッフ全員が当日の状況を把握しておく必要が有るためです。 
 今回ご紹介した「定期健康診断／わんにゃんドック」の内容で特に留意していただきたい点は、健康

診断の実施は AHT が主体で、院長や勤務獣医師の仕事を出来るだけ増やさないことです。院長や獣医

師の仕事を増やさずに、売上の向上と病院イメージの向上が図れることが分かると、益々院長は AHT
の重要性を理解し、健康診断業務に協力してくれるようになるでしょう。 



図－1（わんにゃんドックパンフレット見本） 
マイクロソフト・パブリッシャーで冊子印刷（A42 分割、両面印刷） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（図－2a）待合室にパンフレット 

 

 
図-2b（拡大図） 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3 採血風景 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－4 体温測定 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図－5 心電図検査 
 
 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図－6 耳鏡による耳の検査 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－7 レントゲン検査 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－8 超音波検査 
 
 
 

 
 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図－9 最終検査結果の説明は獣医師がする 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－10 検査結果報告書の表紙 
記念撮影写真を表紙に貼ると喜ばれます。



 
（書類－1） 

麻酔・手術前スクリーニング検査同意書 
 

ウエルネス動物病院 

院長・獣医師：竹内 和義  

 当院では、麻酔・手術を安全に実施するために最低限下記の血液検査を必ず実施致します。多くの麻

酔薬は肝臓および腎臓から体外に排泄されます。したがって、これらの臓器が健康である事を事前に確

認しておく必要があります。また血球数（赤血球・白血球・血小板など）が正常範囲内にあることは体

の組織が正常に機能・治癒するためには不可欠ですので、検査します。 
【1 歳未満の動物】 
1. CBC(完全血球計算)：白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、血球容積、血小板などの数と形態 
2. GPT：肝臓の障害の程度の指標 
3. ALKP（アルカリフォスファターゼ）：肝胆道系、骨、副腎の異常で上昇 
4. TP（血清総蛋白）と Alb（血清アルブミン）：血清蛋白のバランスと肝臓機能の指標 
5. BUN と Cre（血清尿素窒素とクレアチニン）：腎機能の指標 
6. Glu（血糖値）：血糖値は糖尿病などで上昇します  
 

これらの項目の検査費用は  #,###円  です 

 
もし、上記の検査項目の中で異常が発見された場合は、下記に列挙した対処法の中から適宜選択して頂

きます。 
1. 後日に麻酔・手術処置を延期する  
2. 原因を究明するために、追加検査を実施する  
3. 麻酔・手術を敢行するが、麻酔薬や手術・処置法を変更する  
これら全ての検査が正常でも、麻酔による有害反応を完全に否定することはできませんが、あなたの

ペットは健康状態に問題なく、麻酔・手術に対しての危険性が低いことを意味します。血液検査項目や

麻酔に関してさらに詳しくお知りになりたい場合は気軽にご相談ください。当院の獣医師およびスタッ

フはそのようなご質問に喜んで対応させて頂きます。 
 
血液検査承諾のご署名：________________________   ___印___ 

 

本日連絡可能な電話番号 : _______ ___(______)____ ________ 

        

ＦＡＸ番号：____ ______(______)_____ _______                 

 

検査に同意されない場合はこちらにご署名ください :____________________________________ 

 
注）どのような麻酔でも、重大な危険が発生する可能性はあります。当院では、より安全に麻酔を実施するた

めに多くの情報・知識を収集・準備しております。 

  
当院では最新鋭の院内検査機器を設備していますので、血液検査結果は 30 分程度で迅速に判明しま

す。もしその場で検査結果をお知りになりたい場合はお申し付けください。その他の場合は、検査結果

に異常がある場合のみ当院よりご連絡差し上げますので、予約・予定通り手術・入院当日に朝食を絶食

して、午前 10 までにご来院ください。 
 

 

 



（書類－2） 

健康診断書   １９年 ６月 ２日  

オーナー名：吉田様 ペット名：カルビちゃん年齢：１０歳１１ヶ月体重：２９．１０ｋｇ体温：３８．３℃ 

全身状態 
正常 

異常 

 栄養状態 正・異          歩様 正・異          姿勢 正・異 

 その他  両後肢内転                     

皮膚 
正常 

異常 

 毛の状態 正・異          爪の状態 正・異      皮膚の状態 正・異 

 外部寄生虫 正・異                   その他          

筋 ・骨格 
正常 

異常 

 頭部の位置 正・異        跛行 正・異          関節 正・異 

 その他        

循環器 
正常 

異常 
 脈拍 正・異  １０２回／min   聴診 正・異 わずかな雑音。ｸﾞﾚｰﾄﾞ 1/6 

呼吸器 
正常 

異常 

 鼻腔 正・異           呼吸聴診 正・異    ５４回／min        

 その他                                      

消化器 
正常 

異常 

 口腔内 正・異         聴診（腸ぜん動音 ） 正・異 

 肛門の状態 正・異     肛門腺  正・異      

泌尿生殖器 
正常 

異常 
 外陰部の状態 正・異    その他 避妊手術済み     

眼 
正常 

異常 

 角膜 正・異           結膜 正・異              眼瞼 正・異 

 瞳孔 正・異           その他 白内障初期。涙やけ      

耳 
正常 

異常 

 耳介 正・異           耳道 正・異              感染、ダニ 正・異         

  その他 左耳にマラセチア性の耳垢      

口腔 ・歯 
正常 

異常 

 歯 正・異              歯石 正・異             歯肉炎 正・異 

 口臭 正・異     その他       

リンパ節 
正常 

異常 

 下顎リンパ 正・異       浅頚リンパ 正・異        腋窩リンパ 正・異 

 鼠径リンパ 正・異          膝窩リンパ 正・異 

検便・虫卵   直接法：＋ （          ）・ －    浮遊法：＋ （           ）・ － 

尿検査 

（自然採取） 

＜尿検査データ＞ 

ウロビリ：－      潜血：－     ビリルビン：－     ケトン：－       

ブドウ糖：－      タンパク：＋    ＰＨメーター：６．９     ＰＨ：７．０       

比重：オーバー   色：黄色    

＜沈渣＞ 

移行上皮細胞：０～１ｺ/HPF     白血球：稀              

扁平上皮細胞：０～１ｺ/HPF     赤血球：－          

細菌：球菌 自然の混じり程度     結晶：－     脂肪滴：＋     

コメント 

◎ カルビちゃんは、歩くときに後ろ足が内側に内転しています。 

◎ レントゲン上では股関節の悪化は認められません。アデカンのお注射を継続していきましょう。 

◎ 心臓には昨年と同じくらいの雑音がありました。 

◎ 両目共に初期の白内障です。暗くなると見え辛くなるので、お散歩は明るいうちに済ませましょう。

◎ 左耳の奥にマラセチアの耳垢がありました。夏はお耳が悪くなりやすいので、定期的なお掃除を続

けましょう。本日はお掃除済みです。 

◎ 中等度の歯石の付着がありました。一度歯石除去をしてお口をきれいにすることをお勧めします。

お口がきれいだと２年長生きできると言われています。 

◎ 右胸に腫瘤がありました。大きくなるようなら手術をしたほうが良いでしょう。 


